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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ペアボックス（PAX）転写因子ファミリーのメンバーをコードします。この遺伝子ファミリーのメンバーは、通常、ペアボックスドメイン、オクタペプチド、およびペア型ホメオドメインを含むタンパク質をコードします。この核タンパク質は、甲状腺濾胞細胞の発達と甲状腺特異的遺伝子の発現に関与しています。この遺伝子の変異は、甲状腺形成不全、甲状腺濾胞癌、および非典型濾胞性甲状腺腺腫と関連付けられています。組織特異性：排泄器官、甲状腺、およびウィルムス腫瘍で発現します。ABCAM：このタンパク質は、ペアボックス（PAX）転写因子ファミリーのメンバーであり、通常、ペアボックスドメイン、オクタペプチド、およびペア型ホメオドメインを含みます。このファミリーは、胎児の発達と癌の増殖において重要な役割を果たします。 PAX8の具体的な機能は不明ですが、腎細胞分化、甲状腺の発達、あるいは甲状腺形成不全に関与している可能性があります。エクソン7および／または8の挿入または除外による遺伝子の選択的スプライシングにより、いくつかの既知の産物が生成されていますが、それらの変異体の生物学的意義は不明です。他にもいくつかのスプライスバリアントが提案されていますが、これらの産物の完全な性質は解明されていません。Pax8は耳前駆細胞のマーカーでもあります。
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	Hela（1）、HEK293（2）、Raji（3）細胞溶解物に対するPAX8マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

